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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル、ノウサギ、ハクビシン 

 計画期間 令和３年度～令和５年度 

 対象地域 高知県 三原村 

 
 
 
２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和元年度） 

鳥獣の種類 

 

被害の現状 

品 目 被害面積 被害金額 

ニホンジカ 

 

 

水稲 

野菜等 

果樹 

0.1ha 

0.02ha 

0.1ha 

52千円 

6千円 

24千円 

イノシシ 

 

水稲 

野菜等 

1.55ha 

0.77ha 

854千円 

199千円 

ニホンザル 水稲 

野菜等 

果樹 

0.25ha 

0.34ha 

0.16ha 

163千円 

  316千円 

250千円 

ノウサギ 水稲 

果樹 

0.13ha 

1.1ha 

71千円 

89千円 

ハクビシン 野菜等 

果樹 

0.17ha 

0.1ha 

54千円 

297千円 

 

（２）被害の傾向 

三原村は森林が88％を占める中山間地域であり農業と林業の村である。 

 近年、各地区に獣害防止柵の設置を推進しており、柵設置を実施した地区に

ついては被害が減少傾向にあるが、未整備である地区への被害が増加傾向であ

る。 

 また、ニホンザルの出没が春～秋の間見られており、田、家庭菜園を中心に

被害を出している現状である。 

①シカ 
  村内全域に生息しており、恒常的に被害が発生している。 

水稲にあっては春先の苗定植後の踏み荒らし被害、野菜類・果樹について

は通年食害の被害が発生している。 
②イノシシ 

  村内全域に生息しており、恒常的に被害が発生している。 
  イノシシについても水稲、野菜類の食害と踏み倒し被害が年間をとおして

発生しており、被害作物は多岐に広がっている。 
 ③ニホンザル 
  近年、一部の地区への出没が頻繁に確認されており、水稲や野菜、果樹に

被害が出ている。 



④ノウサギ 
  村内全域に生息しており、果樹及び水稲への被害が発生している。植えた

ばかりの若芽をかじられる被害が増加している。 

 ⑤ハクビシン 

  村内全域に生息しており、野菜や果物を中止に被害が発生している。 

 

 
（３）被害の軽減目標 

指標 現状値(令和元年度) 目標値（令和５年度） 

ニホンジカ 0.22ha    82千円 0.19ha    73千円 

イノシシ 2.32ha 1053千円 2.08ha   947千円 

ニホンザル 0.75ha  729千円 0.67ha   656千円 

ノウサギ 1.23ha   160千円   1.1ha   144千円 

ハクビシン 0.27ha   351千円 0.24ha   315千円 

 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に

関する取

組 

・捕獲 

猟友会と連携を図り通年銃

器・わなによる捕獲を実施して

いる。また、狩猟免許取得に対

する助成を行い、新規狩猟者の

確保に取り組んでいる。 

 

・報償金 

被害の割合が大きいイノシ

シ・ニホンジカ及び捕獲が困難

なニホンザルの捕獲に対し報

償金を支払い、捕獲促進に取り

組んでいる。令和元年度からハ

クビシン、ノウサギも報償金支

払いの対象としている。 

  

・くくりわな・捕獲檻の貸出 

 イノシシ・ニホンジカ用のく

くりわな、捕獲檻を狩猟者に貸

出し捕獲の促進を図っている。 

 

 新規狩猟免許取得者が少なく、ま

た、猟友会メンバーの高齢化が進ん

でおり、意欲的に捕獲を実施できる

捕獲従事者が減少している。 

  

ニホンザルの被害が増加してい

るが、捕獲を実施できる狩猟者が少

ない。他の有害鳥獣を含め、捕獲技

術の向上、捕獲報償金の見直し等に

より、捕獲の促進を図る必要がある

。 

 

防護柵の

設置等に

関する取

組 

 防止ネットの貸出しを行い、

自己による被害防止策を行っ

ている。 

 また、農家等が電気柵等の獣

 防護柵の設置を行った集落は被

害が減少しているが、未設置の地区

への被害が増加しているため、引き

続き設置していく必要がある。 



害防止柵を購入する場合にも

助成を行っている。 

 平成24年度からは、三原村有

害鳥獣被害対策協議会が事業

主体となり、国の交付金により

、ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ柵等の獣害防止柵の

設置を行っている。 

農業者、狩猟者には県、村の

事業により柵の設置に対する

補助を行っている。(H30年度3

件、R元年度1件) 

 設置完了した地区において、適正

な維持管理を実施していくため、地

域ぐるみでの体制づくりが必要。 

 

 
 
（５）今後の取組方針 

 被害が多いイノシシについて、捕獲実績はおおよそ横ばいであるが個体数

を減し被害を減少させるには、まだまだ捕獲実績をあげていく必要がある。

そのため狩猟免許取得の啓発、捕獲機材の導入を行い、捕獲従事者の確保を

図る。 

 シカについて、被害は抑えられてきているが、人里への侵入防止や個体数

調整のためにも現状のまま実績を上げる必要があるため、捕獲活動の推進を

図る。 

   

ニホンザルについてはこれまで捕獲実績が少なかったが、最近の目撃情報

増加また被害報告の増加に伴い、捕獲報償金の増額等により、捕獲活動の推

進を図ると共に被害地区にて勉強会を開き、防止策や情報収集を行う。 

 

 最近被害が増加傾向であるノウサギ・ハクビシンについては、被害対策の

ため捕獲報償金の支払い等により、捕獲活動の推進を図る。 

 

 

 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

三原村猟友会が、被害者の依頼を受けて村内全域を対象に銃器・わなによる

有害鳥獣捕獲を実施する。 

 また、捕獲機材（くくりわな)の狩猟者への貸し出し、ICT技術等によって捕

獲活動の充実をはかっていく。 

 鳥獣被害対策実施隊は被害の情報収集及び捕獲活動の啓発等を行い捕獲活動

の推進を行う。 

 

 



（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

 

3年度 

 

ニホンジカ 

イノシシ 

ノウサギ 

ニホンザル 

ハクビシン 

 

 三原村猟友会、各地区と連携し、捕獲機材の導入等

により捕獲の体制づくりを図る。 

 狩猟免許取得助成、捕獲機材(箱わな・くくりわな) 

の貸出し等により捕獲従事者の確保・育成を図る。 

 また、講習会等を通して捕獲に関する技術の普及・

向上を図る。 

 

4年度 

 

ニホンジカ 

イノシシ 

ノウサギ 

ニホンザル 

ハクビシン 

 三原村猟友会、各地区と連携し、捕獲機材の導入等

により捕獲の体制づくりを図る。 

 狩猟免許取得助成、捕獲機材(箱わな・くくりわな) 

の貸出し等により捕獲従事者の確保・育成を図る。 

 また、講習会等を通して捕獲に関する技術の普及・

向上を図る。 

 

5年度 

 

ニホンジカ 

イノシシ 

ノウサギ 

ニホンザル 

ハクビシン 

 

 三原村猟友会、各地区と連携し、捕獲機材の導入等

により捕獲の体制づくりを図る。 

 狩猟免許取得助成、捕獲機材(箱わな・くくりわな) 

の貸出し等により捕獲従事者の確保・育成を図る。 

 また、講習会等を通して捕獲に関する技術の普及・

向上を図る。 

 
（３）対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

① ニホンジカ 

  本村における捕獲実績は平成29年度266頭、平成30年度227頭、令和元年

度241頭となっており、捕獲数はおおよそ横ばいながらも、被害報告及び

目撃情報も継続的にあることから、生息数は減少しているとはいえず、今

後生息数増加の可能性もあり、年間捕獲計画頭数は300頭とし、捕獲の推

進を図る。 

 

②イノシシ 

  本村における捕獲実績は、平成29年度150頭、平成30年度129頭、令和元

年度145頭となっており、捕獲数はおおよそ横ばいながらも、被害報告及

び目撃情報も継続的にあることから、生息数は減少しているとはいえず、

今後生息数の増加の可能性もあり、年間捕獲計画頭数を200頭とし、捕獲

の推進を図る。 

  

③ニホンザル 

  近年、一部の地域で農作物の被害が確認されており、目撃報告、被害報

告が増加していることから、生息数の増加が見込まれるため、年間捕獲計

画数を10頭とする。 

 



④ノウサギ 

  ノウサギによる森林被害は依然深刻なままである。有害捕獲の許可を行

ってきたが実績があがっていない状況（令和元年度6羽）である。年間捕

獲頭数を50羽とする。 

⑤ハクビシン 

  平成30年度より野菜や果物を中心に被害報告が増加している。令和元年

度捕獲実績１頭。捕獲報償金の対象をしたことによる捕獲数増加が見込ま

れるため、年間捕獲頭数を30頭とする。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

ニホンジカ 300 300 300 

イノシシ 200 200 200 

ニホンザル 10 10 10 

ノウサギ 50 50 50 

ハクビシン 30 30 30 

 

 捕獲等の取組内容 

 村内全域で銃器・わなを用いて、効率的かつ効果的に捕獲を行うため猟友

会と協議のうえ、通年捕獲を実施する。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

該当なし 該当なし 

 

 

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

 令和3年度 令和4年度 令和5年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

(併用) 

 

必要に応じて設置 

 

 

必要に応じて設置 

 

 

必要に応じて設置 

 

 

 

 

 

 

 



（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

3年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ニホンザル 

ノウサギ 

ハクビシン 

各種団体主催の研修会等への参加と合わせ獣害

対策の普及啓発を促進し、地域ぐるみでの獣害防護

柵の維持管理等、地域住民が主体的に防止活動を行

えるよう支援するとともに、体制整備の確立を目指

す。 

野生鳥獣が集落に近づけないよう、耕作放棄地と

なっている田畑を整備していく。 

4年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ニホンザル 

ノウサギ 

ハクビシン 

各種団体主催の研修会等への参加と合わせ獣害

対策の普及啓発を促進し、地域ぐるみでの獣害防護

柵の維持管理等、地域住民が主体的に防止活動を行

えるよう支援するとともに、体制整備の確立を目指

す。 

野生鳥獣が集落に近づけないよう、耕作放棄地と

なっている田畑を整備していく。 

5年度 

ニホンジカ 

イノシシ 

ニホンザル 

ノウサギ 

ハクビシン 

 

各種団体主催の研修会等への参加と合わせ獣害

対策の普及啓発を促進し、地域ぐるみでの獣害防護

柵の維持管理等、地域住民が主体的に防止活動を行

えるよう支援するとともに、体制整備の確立を目指

す。 

野生鳥獣が集落に近づけないよう、耕作放棄地と

なっている田畑を整備していく。 

 
 
 
 
５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるお

それがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

鳥獣被害対策実施隊 地域巡回、情報収集・提供 

三原村猟友会 地域巡回、情報収集・提供 

三原村鳥獣保護員 地域巡回、情報収集・提供 

高知県農業協同組合三原支所 地域巡回、情報収集・提供 

三原村森林組合 地域巡回、情報収集・提供 

三原村 各関係機関との連絡・調整、情報収集・提供 

宿毛警察署 地域巡回、情報収集・提供、警戒、広報 

高知県 各関係機関との連絡・調整、情報収集・提供 

 

 

 



 

（２）緊急時の連絡体制 

 

 
  
 
  
 
 
  
 

 

 

 

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 
捕獲した有害鳥獣については、捕獲者自身で周辺環境等に配慮し適切な埋

設、または食用として適切な処理を行う。 
 

 
 
 
７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項 

 
解体処理施設等が近隣にないため、自家消費を主体とする。 
 

 
 
 
８．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 三原村有害鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

三原村 事務局を担当し、協議会の運営 

三原村地区猟友会 有害鳥獣に関する情報提供、捕獲の実施 

三原村区長会長 地域巡回、被害等の情報提供 

高知県農業協同組合 

三原支所 

地域巡回、被害等の情報提供、被害防止技術指導

を行う 

高   知   県 

三 原 村 

高知県農業協同組合三原支所 

三原村森林組合 

連絡調整・情報提供 

連絡調整・情報提供 

宿 毛 警 察 署 

鳥獣被害対策実施隊 

連絡調整・情報提供・連携 

猟友会・鳥獣保護員 

連絡調整・情報提供 



三原村森林組合 地域巡回、被害等の情報提供 

三原村鳥獣保護員 
地域巡回、有害鳥獣関連情報の提供と鳥獣の保護

に関する業務を行う 

四万十森林管理署 

三原森林事務所 

国有林に関する情報提供、被害防止対策の情報提

供と指導 

高知県幡多農業振興センター 
有害鳥獣関連情報の提供、被害防止技術指導を行

う 

高知県幡多林業事務所 
有害鳥獣関連情報の提供、被害防止技術指導を行

う 

高知県農業協同組合 

幡西営農センター 

地域巡回、被害等の情報提供、有害鳥獣関連情報

の提供、被害防止技術指導を行う 

高知県農業共済組合 

西部支所 幡多事業所 
地域巡回、被害等の情報提供 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

高知県鳥獣対策課  有害鳥獣関連情報の提供、被害防止対策技術の情

報提供、その他必要な指導・支援を行う。 

鳥獣被害対策専門員  鳥獣被害対策の相談、技術指導等。 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

設置日：令和２年４月１日 

任期 ：２年間 

構成 ：三原村職員４名 

実施隊が行う被害防止施策： 

    集落点検見回り、生息・被害調査、広報、啓発等 

事務局：三原村 農林業建設課 

 
（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

特になし 

 

 

９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 

近隣市町及び関係機関と連携し、共同での講演会や情報交換会、現地研修会

を通じて情報を共有して被害防止対策に努める。 

 

 


